
令和４年 ４月作成 家庭配布用

ス タ ン ダ ー ド 保 護 者 の 方 へ

分 １ 家で、下の時間をめやすに学習をしましょう。 ○ 家庭学習は、毎日一定時間学習

か する習慣を付けます。

る 家 １年 １０分 ４年 ４０分 １０分×学年 ○ 宿題は主として、基礎学力(読み・

た 庭 ２年 ２０分 ５年 ５０分 書き・計算)を定着させることがねら

め で ３年 ３０分 ６年 ６０分 今年度は、 いです。

に の タブレットを ○ 「分かる」から、「できる」になるた

学 使っての家庭学習 めに、ドリル練習を中心に行います。

で 習 にも取り組みます。 ○ 宿題は、早く終わる子も、時間をか

き に ２ 学習のなかみ けて取り組む子もいます。宿題をし

る つ て、時間があまったら、自主学習をさ

た い ① 宿題 せてください。 内容については、個

め て 別にご相談させ ていただくこともあ

に ② 自主学習 (読書、漢字、計算練習、その他 ります。

興味があることなど) ○ 自主学習の内容は、お子様と話し

合って決めてください。

○ 宿題は、保護者の方が目を通して

３ 家庭学習の順序 ください。連絡帳やカードにサインを

していただく場合もあります。

① まず、「宿題」をする。 ○ 家庭学習のことで、ご相談された

いことがありましたら、担任までご連

② 宿題が終わったら、「自主学習」をする。 絡ください。

家庭学習が終わったら、明日の用意をしましょう。 ○ 小学校のうちに、自分の身のまわ

① 用意する物 りのことを自分できちんとする力を付

自 連絡帳を見て、次の日の学習道具や持って行 けておくことが大切です。これは、将

分 く物をそろえましょう。 来必要になってくる力です。

の

こ ② 学習用具 ○ えんぴつをしっかりと持ち、濃く書くこ

と ふで箱に入れる物は、赤鉛筆(赤ペン)・青鉛筆 とは、学習の基本です。

は (青ペン)・消しゴム（よく消える物）・えん筆(５本以

明 上)・定規が基本です。 ○ 「えんぴつを削ってくること」は、学習

自 日 (その他は、各学年に応じてお知らせします) の構えをつくることになります。

分 の ※ えんぴつは、家でけずってきます。

で 用 ※ シャープペンシルは、持って来ません。

き 意 ※ のり・はさみ・色えんぴつなどは、学校の引 ○ 毎日５本は、家から削ってくるように声

ち き出し（道具袋など）の中に置いておきます。 かけをお願いします。

ん ③ ハンカチ・ティッシュ・マスク

家庭編



と ④ はし

す ⑤ 名札 （２年生以上の児童は，学校の引き出しに入れ， ○ 「身の回りをきちんと片付ける」「季節

る 登校後着用でもよい） や目的にあった服装をする」などの習慣

力 ※ ななめかけタイプのポーチは引っかかって危 付けをよろしくお願いします。

を ないのでやめましょう。

◇ 服装は、活動しやすく、目的にあう物にしましょ ○ 卒業式などの儀式では、華美な服

う。 装にならないようにお願いします。

◇ 学校生活に関係ない物は、持ってきません。 ○ 朝の健康チェックを忘れずにお願い

(お菓子・ゲーム等) します。

人 ○ 進んであいさつや「ありがとう」、「ごめんなさ ※ あいさつは、人を受け入れ、人とつ

と あ い」などが言えるようになりましょう。 ながるコミュニケーションの第一歩で

つ い す。子どもにあいさつの習慣を付けさ

な さ せるには、あいさつをよくする環境を

が つ つくることが大切です。子どもの目を

る の 見て、ていねいに「あいさつのシャワ

た 励 ー」を浴びさせてください。

め 行

に

家 ○ 校区外には、子どもたちだけでは行きません。 ○ 交通事故、不審者等、子どもたちの

庭 身の回りには、危険がひそんでいま

生 ○ 危険な場所には、絶対に行きません。 す。どこに、だれと遊びに行って、い

安 活 つ帰ってくるかなど、保護者の方に知

全 の ○ 夕方遅くまで外で遊びません。学校で遊べる らせるよう、習慣付けをお願いしま

き のは、５時までです。学校には、お菓子を持って す。

ま きません。 ○ 交通ルールを守って、安全な登下校

り （コロナ感染防止で、中止しています。） の指導をお願いします。

○ 「早寝・早起き・朝ご飯」を合い言葉に、よりよ ○ このスタンダードは、小学校と中学

規 い生活リズムをつくりましょう。 校のつながりを考えて作成していま

則 す。 ご家庭のご理解とご協力をよろ

正 ○ テレビ、携帯電話、インターネットは、時間を決 しくお願いします。

健 し めてしましょう。

康 い ○ 旅行に行かれたときに、お土産を持

生 ○ 体力作りにチャレンジしましょう。 たせることや、転出入時に物を配るこ

そ 活 となどは、ご遠慮ください。

の ○ 髪は小学生らしい髪形で、髪を染めない

他 ようにしましょう。 ○ お子様が病気等で早退する場合

は、必ずお迎え（保護者は職員室ま

○ 安全面・活動面を考えて、髪が長い人は、なる で）をお願いします。

べく結びましょう。また、ヘアゴムは飾りのないシ

ンプルなものにしましょう。

○ 物やお金等の貸し借りはしないようにしましょ

う。


